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(百万円未満切捨て)

１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 6,986 0.3 693 187.0 742 410.6 626 －
2024年３月期中間期 6,967 21.9 241 － 145 － 3 －

(注) 包括利益 2025年３月期中間期 568百万円( 214.7％) 2024年３月期中間期 180百万円( －％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 20.13 19.41

2024年３月期中間期 0.12 0.11

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期中間期 11,175 3,567 29.6

2024年３月期 11,345 2,997 24.1

(参考) 自己資本 2025年３月期中間期 3,309百万円 2024年３月期 2,729百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2025年３月期 － 0.00

2025年３月期(予想) － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）
現時点では業績に影響を与える未確定な要素が多いため、業績予想を数値で示すことが困難な状況です。連結業績

予想については、合理的に予測可能となった時点で公表いたします。



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期中間期 31,123,300株 2024年３月期 31,090,300株

② 期末自己株式数 2025年３月期中間期 75株 2024年３月期 75株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 31,106,717株 2024年３月期中間期 25,538,935株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「経営成績に関する
説明」をご覧ください。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、海外紛争や円安等に起因する原材料価格高騰、物価上昇等の影響を

受けるなか、企業収益の向上や雇用・所得環境の改善、インバウンド需要の回復等により緩やかな回復傾向にあり

ます。

このような状況の中、当社グループにおいては、連結売上高6,986百万円（前年同期比0.3％増）、営業利益693

百万円（前年同期比187.0％増）、経常利益742百万円（前年同期比410.6％増）、親会社株主に帰属する中間純利

益626百万円（前年同期親会社株主に帰属する中間純利益３百万円）となりました。なお、香港子会社株式の一部

譲渡等により2023年12月末をもって中国グループを連結の範囲から除外したため、「日本」、「中国」の２区分と

していた当社グループの報告セグメントは当中間連結会計期間から「日本」のみの単一セグメントとしておりま

す。

当中間連結会計期間における業績は、アニメコンテンツやVtuber等とのコラボイベントに加えて、鹿児島県南種

子町等の地域と連携したイベントが好調に推移したことや、オリジナルサウナドリンク「リポスパ」をはじめとす

る様々な飲食メニューの考案・販売促進、入館料金の改定、繁忙期に設定しているシーズン料金の期間拡大等によ

り、中国が連結の範囲内だった前中間連結会計期間以上の売上を獲得し大幅な増益となりました。

下期においては、12月までに「RAKU SPA BAY 横浜」（神奈川県横浜市）と「RAKU SPA Station 府中」（東京都

府中市）の２店舗を直営店としてオープンする予定です。また、11月には一般社団法人湯沢市観光物産協会（秋田

県湯沢市）と湯沢市産品フェアを実施する等、引き続き売上拡大にむけて様々な施策に取り組んで参ります。

（２）財政状態に関する説明

当中間連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ170百万円減少し、11,175百万円となりまし

た。これは主に借入金の返済及び更新投資により現金及び預金が273百万円減少した一方で、業績好調により売掛

金と未収入金が合計で93百万円増加したこと等によるものであります。

次に、負債合計は、前連結会計年度末に比べ740百万円減少し、7,607百万円となりました。これは主に、借入金

の約定返済276百万円および繰上返済471百万円により長期借入金が747百万円減少したことによるものでありま

す。

最後に、純資産合計は、前連結会計年度末に比べ570百万円増加し3,567百万円となりました。これは主に、親会

社株主に帰属する中間純利益の計上により利益剰余金が626百万円増加した一方で、投資有価証券の株価の変動に

よりその他有価証券評価差額金が57百万円減少したことによるものであります。また、自己資本比率につきまして

は、29.6％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点ではエネルギーコストや原材料費の上昇等の業績に影響を与える未確定な要素が多いため、先行きを見通

す事は非常に困難であると考えております。

2025年３月期の業績予想につきましては、引き続き未定とし、合理的に見積もる事が可能になった時点で、速や

かに公表いたします。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,865,547 2,591,587

売掛金 437,850 514,415

未収入金 26,136 43,000

棚卸資産 112,354 122,364

その他 147,613 203,699

流動資産合計 3,589,502 3,475,066

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 12,709,949 12,819,321

減価償却累計額 △8,402,576 △8,633,118

建物及び構築物（純額） 4,307,373 4,186,202

工具、器具及び備品 1,142,257 1,176,297

減価償却累計額 △756,172 △758,178

工具、器具及び備品（純額） 386,084 418,118

土地 1,393,241 1,393,241

建設仮勘定 － 18,492

有形固定資産合計 6,086,699 6,016,055

無形固定資産

その他 61,421 113,734

無形固定資産合計 61,421 113,734

投資その他の資産

投資有価証券 305,125 231,760

長期貸付金 922 10,102

敷金及び保証金 925,289 936,442

関係会社株式 227,077 246,195

繰延税金資産 17,278 48,711

その他 132,653 97,273

投資その他の資産合計 1,608,346 1,570,486

固定資産合計 7,756,467 7,700,275

資産合計 11,345,970 11,175,342
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 360,046 391,418

1年内返済予定の長期借入金 552,500 552,500

未払金 631,971 451,333

未払法人税等 55,263 180,697

前受金 821,521 860,418

賞与引当金 31,608 34,568

その他 473,662 442,777

流動負債合計 2,926,574 2,913,713

固定負債

長期借入金 3,663,279 2,915,621

退職給付に係る負債 141,768 152,172

資産除去債務 1,413,651 1,421,081

繰延税金負債 178,496 178,173

その他 24,921 26,943

固定負債合計 5,422,116 4,693,992

負債合計 8,348,690 7,607,705

純資産の部

株主資本

資本金 5,202,871 5,208,544

資本剰余金 4,785,614 4,791,286

利益剰余金 △7,372,826 △6,746,609

自己株式 △37 △37

株主資本合計 2,615,622 3,253,184

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 113,726 55,855

その他の包括利益累計額合計 113,726 55,855

新株予約権 267,930 258,597

非支配株主持分 － －

純資産合計 2,997,279 3,567,637

負債純資産合計 11,345,970 11,175,342
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

売上高 6,967,810 6,986,197

売上原価 6,029,382 5,663,515

売上総利益 938,428 1,322,682

販売費及び一般管理費 696,642 628,782

営業利益 241,785 693,899

営業外収益

受取利息 5,494 5,773

持分法による投資利益 － 28,750

受取家賃 12,773 12,900

為替差益 1,440 －

協賛金収入 16,545 43,181

助成金収入 2,659 80

原油スワップ差益 7,404 －

その他 8,726 2,633

営業外収益合計 55,044 93,319

営業外費用

支払利息 37,530 42,342

支払手数料 28,064 130

持分法による投資損失 70,592 －

シンジケートローン手数料 6,000 －

投資事業組合運用損 － 1,908

デリバティブ評価損 7,392 －

その他 1,762 －

営業外費用合計 151,342 44,382

経常利益 145,487 742,837

特別利益

固定資産売却益 910 －

新株予約権戻入益 35,377 30,531

特別利益合計 36,287 30,531

特別損失

固定資産売却損 － 837

固定資産除却損 6,106 －

特別損失合計 6,106 837

税金等調整前中間純利益 175,668 772,531

法人税、住民税及び事業税 172,202 152,809

法人税等調整額 437 △6,494

法人税等合計 172,640 146,314

中間純利益 3,027 626,217

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

親会社株主に帰属する中間純利益 3,027 626,217
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

中間純利益 3,027 626,217

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 91,611 △57,238

為替換算調整勘定 85,213 －

持分法適用会社に対する持分相当額 773 △632

その他の包括利益合計 177,598 △57,871

中間包括利益 180,626 568,346

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 180,626 568,346

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 175,668 772,531

減価償却費 350,255 293,872

株式報酬費用 20,942 21,650

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △13,874 12,364

貸倒引当金の増減額（△は減少） 45,343 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △14,591 2,959

受取利息及び受取配当金 △5,494 △5,773

新株予約権戻入益 △35,377 △30,531

投資事業組合運用損益（△は益） － 1,908

支払利息 37,530 42,342

為替差損益（△は益） △1,440 －

持分法による投資損益（△は益） 70,592 △28,750

助成金収入 △2,659 △80

売上債権の増減額（△は増加） △51,491 △37,668

棚卸資産の増減額（△は増加） △5,152 △10,009

未収消費税等の増減額（△は増加） △3,932 －

未払消費税等の増減額（△は減少） △66,883 8,947

仕入債務の増減額（△は減少） △7,911 31,371

建設協力金の賃料相殺 27,198 27,198

未払金の増減額（△は減少） 48,996 △43,423

その他 △132,693 △108,758

小計 435,023 950,152

利息及び配当金の受取額 5,088 5,431

利息の支払額 △40,849 △42,709

助成金の受取額 2,659 80

法人税等の支払額 △55,864 △58,943

法人税等の還付額 － 49,494

営業活動によるキャッシュ・フロー 346,057 903,506

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △59,250 －

定期預金の払戻による収入 59,250 －

有形固定資産の取得による支出 △653,133 △341,911

差入保証金の差入による支出 △27,600 △32,796

差入保証金の回収による収入 1,792 21,220

投資有価証券の取得による支出 － △11,043

貸付金の回収による収入 236 －

その他 △45,980 △73,870

投資活動によるキャッシュ・フロー △724,684 △438,401
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(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △177,731 －

長期借入金の返済による支出 △1,070,146 △747,658

割賦債務の返済による支出 △9,757 △2,300

株式の発行による収入 1,894,100 10,893

新株予約権の取得による支出 △3,453 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 633,011 △739,065

現金及び現金同等物に係る換算差額 40,678 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 295,062 △273,960

現金及び現金同等物の期首残高 5,429,952 2,865,547

現金及び現金同等物の中間期末残高 5,725,014 2,591,587
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前中間連結会計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

当中間連結会計期間において、第三者割当増資により資本金及び資本準備金がそれぞれ947,050千円増加しており

ます。

この結果、当中間連結会計期間末において、資本金が5,163,559千円、資本準備金が2,510,159千円となっており

ます。

当中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

当中間連結会計期間において、新株予約権の行使により資本金及び資本準備金がそれぞれ5,672千円増加しており

ます。

この結果、当中間連結会計期間末において、資本金が5,208,544千円、資本準備金が2,555,144千円となっており

ます。

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おります。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表にお

ける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用しており

ます。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及適用後の中間

連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前中間連結会計期間の中間連結

財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

「Ⅱ 当中間連結会計期間（報告セグメントの変更等に関する事項)」に記載のとおりであります。

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（報告セグメントの変更等に関する事項）

当社グループの報告セグメントは「日本」、「中国」の２区分としておりましたが、香港子会社株式の一部譲渡等

により2023年12月末をもって中国グループを連結の範囲から除外したため、当中間連結会計期間から「日本」のみの

単一セグメントといたしました。

この変更により、前中間連結会計期間及び当中間連結会計期間のセグメント情報の記載を省略しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


